
「米軍基地いらない京都府民の会」ニュース VOL.46   2015年４月 1日  

住民の安全・安心にかかわる
約束違反が相次ぐ 

経ヶ岬・米軍基地に関する連絡センター
を発足 

 府民の会は、現地と協力して連絡センターを発足させまし

た。「知らせたい」「困っている」「不安、被害を受けた」

「事故にあって法律相談を受けたい」等、米軍基地に関し

て何でも気軽に連絡できるセンターをめざします。スタッ

フが対応するとともに、法律相談には自由法曹団の弁護士

が対応します。現在、マグネット広告を製作中です。 

電話 ０８０－７７０８―２６１９ 
（平日の午前１０時～午後４時 専用電話です）メールの場
合 irantya@yahoo.co.jp 

米軍基地の建設を憂う宇川有志の会には 三野みつる TEL：７

６―１３０６まで。郵送は、京丹後市大宮町周枳2236丹労連内 

米軍基地建設反対丹後連絡会気付まで。米軍基地いらない京都府

民の会075-801-2308 

 

経

ヶ

岬

の

米

軍

基

地

が

本

格

稼

働

し

て

か

ら

４

月

４

日

で

百

日

に

な

り

ま

す

。

こ

の

間

、

防

衛

大

臣

が

京

都

府

知

事

、

京

丹

後

市

長

に

対

し

「

住

民

の

安

全

安

心

に

万

全

を

期

す

」

と

約

束

し

た

こ

と

は

こ

と

ご

と

く

反

故

に

さ

れ

ま

し

た

。

い

ま

だ

に

騒

音

問

題

、

交

通

事

故

な

ど

、

住

民

へ

の

被

害

が

続

き

、

不

安

が

尽

き

な

い

事

態

と

な

っ

て

い

ま

す

。

 

 

米

軍

は

、

発

電

機

の

騒

音

に

対

処

す

る

と

し

て

、

３

月

３

日

ま

で

に

６

機

す

べ

て

に

マ

フ

ラ

ー

が

設

置

し

ま

し

た

。

（

写

真

左

上

）

防

衛

省

に

よ

る

こ

の

間

の

騒

音

測

定

調

査

で

は

、

袖

志

棚

田

付

近

で

３

分

の

１

オ

ク

タ

ー

ブ

バ

ン

ド

で

５

３

デ

シ

ベ

ル

が

４

４

デ

シ

ベ

ル

に

。

袖

志

萬

福

寺

で

４

８

デ

シ

ベ

ル

が

４

２

デ

シ

ベ

ル

と

 

な

り

ま

し

た

。

し

か

し

、

こ

れ

は

環

境

省

の

参

照

値

を

１

か

ら

３

デ

シ

ベ

ル

上

回

っ

た

ま

ま

で

す

。

尾

和

の

尾

和

会

館

で

は

４

４

デ

シ

ベ

ル

が

３

６

デ

シ

ベ

ル

に

変

わ

り

参

照

値

を

下

回

り

ま

し

た

。

騒

音

は

あ

い

か

わ

ら

ず

続

い

て

お

り

、

し

か

も

こ

れ

か

ら

窓

を

開

け

る

季

節

に

入

り

ま

す

。

袖

志

の

区

長

は

「

マ

フ

ラ

ー

設

置

で

軽

減

し

た

が

、

天

候

に

よ

り

騒

音

が

ひ

ど

い

。

商

用

電

力

の

導

入

を

急

い

で

ほ

し

い

」

と

言

っ

て

い

ま

す

。

 

 

府

民

の

会

が

２

月

２

６

日

に

実

施

し

た

京

都

府

へ

の

要

請

で

は

、

京

都

府

も

「

引

き

続

き

対

応

が

必

要

」

と

し

ま

し

た

。

こ

の

騒

音

問

題

以

外

に

も

、

今

、

住

民

の

安

全

安

心

を

脅

か

す

問

題

が

起

き

て

い

ま

す

。

（

裏

面

へ

）

 

写

真

上

は

発

電

機

に

設

置

さ

れ

た

マ

フ

ラ

ー

。

左

上

は

、

問

題

と

な

っ

て

政

府

と

外

務

省

が

即

日

対

応

し

た

内

政

干

渉

と

な

る

基

地

の

警

告

板

。

（

裏

面

参

照

）

問

題

と

な

っ

た

部

分

を

黒

く

隠

し

て

い

る

。

下

は

新

し

い

警

告

板

だ

が

、

古

い

警

告

板

が

多

く

残

っ

て

お

り

、

米

軍

の

い

い

か

げ

ん

さ

を

示

し

て

い

る

。

 

写

真

は

（

裏

面

含

む

）

い

ず

れ

も

憂

う

会

フ

ェ

ー

ス

ブ

ッ

ク

か

ら

。

 

 自由法曹団京都支部は２

月２７日、峰山で日米地位

協定の学習会を開催。１２

０名が参加しました。沖縄

の新垣弁護士が講演しまし

た。（講演要旨は裏面） 

発行：米軍専用レーダー基地の設置の撤回を求める京都府

民の会（略称：米軍基地いらない京都府民の会）連絡先：

京都市中京区壬生仙念町30-2ラボール京都５階 京都総評

内 京都共同センター気付 電話075-801-2308 fax075-812-
4149 URL:h�p://www.labor.or.jp/sohyo/xband-home.html 



日米地位協定学習会（２月２８日 自由法曹団主

催）での  新垣 勉弁護士講演要旨 

 米軍基地をめぐっては、人権が脅かされても司法が是

正できず、不条理な事態だと思う。日米安保の下で作ら

れている日米地位協定が不条理な事態を作り出してい

る。 

 基地を考えるとき、日米地位協定が最も重要な条約と

なる。ひとつは日本の主権が及ばない状況をつくりだし

ている。米軍が違法な行為をしたときに、日本の裁判所

が裁く約束をしていればできるが、それがない。もうひ

とつは、協定という名称だが、はっきりした条約だ。本

来、国会で審議をして批准をして始めて国際条約の効力

を発揮するが、安保条約の強行採決のときに地位協定を

通してしまった。なかみについての審議がないまま通

り、国会のコントロールが無い。保守政治のブラック

ボックス。歴史的欠陥だ。 

 弁護士会による被害者の実態調査で、ほとんどが泣き

寝入りしていることがわかった。加害者と交渉できな

い。英語をしゃべれない。加害者は基地内のため接触で

きないと。そして、ほとんどがプライベート中の事件・

事故だが、米軍も防衛省も個人のことなので関知しない

としており、これは地位協定に組み込まれている。結果

として泣き寝入りの現象が生じる。米国内では、住民を

うまくまるめるために見舞金を払う法律がある。これを

知って、防衛局窓口に請求のとりくみをはじめた。責任

を明らかにするために裁判をするようになった。判決を

手にすることによって、金額が出る。それをもとに見舞

金の請求をするようになった。そして、物損が一番問

題。物損は、上からの命令がないので米兵が対物保険に

入らない。保険での処理事案は少ない。直接交渉にな

る。数万円単位が多いので泣き寝入りが一番多く出る。

米兵もたいしたことないと思うので、しらんふり。上官

から指示を出させることが必要だ。  

【

交

通

事

故

問

題

】

こ

れ

ま

で

に

交

通

事

故

は

１

５

件

を

数

え

て

お

り

、

米

軍

の

人

数

か

ら

言

え

ば

大

変

多

い

の

が

特

徴

で

す

。

講

習

が

行

わ

れ

て

い

ま

す

が

、

参

加

は

米

兵

と

軍

属

の

一

部

に

限

ら

れ

て

い

ま

す

。

さ

ら

に

３

月

２

４

日

に

明

ら

か

と

な

っ

た

の

は

、

ス

ピ

ー

ド

違

反

（

５

０

キ

ロ

制

限

の

と

こ

ろ

を

３

１

キ

ロ

オ

ー

バ

ー

）

で

捕

ま

っ

た

軍

属

が

、

公

務

中

で

あ

っ

た

と

し

て

１

月

末

に

不

起

訴

処

分

と

な

っ

て

い

ま

す

。

府

民

の

会

は

、

日

本

の

免

許

取

得

に

準

じ

た

講

習

と

検

定

の

パ

ス

を

求

め

て

い

ま

す

。

 

【

居

住

地

問

題

】

す

で

に

約

３

０

人

あ

ま

り

の

軍

属

が

ホ

テ

ル

住

ま

い

で

は

な

く

民

間

ア

パ

ー

ト

に

住

ん

で

い

る

こ

と

が

明

ら

か

に

さ

れ

ま

し

た

。

こ

れ

は

防

衛

省

の

当

初

の

約

束

に

反

す

る

も

の

で

す

が

、

是

正

 

し

よ

う

と

は

し

て

い

ま

せ

ん

。

府

民

の

会

が

先

般

行

っ

た

京

都

府

へ

の

要

請

で

も

、

京

都

府

は

「

我

々

も

説

明

が

必

要

だ

と

申

し

上

げ

て

い

る

」

と

答

弁

し

て

い

ま

す

。

さ

ら

に

、

網

野

町

島

津

に

軍

属

（

警

備

）

６

８

人

分

の

住

居

を

作

る

こ

と

が

明

ら

か

と

な

り

、

３

月

２

日

に

住

民

説

明

会

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

木

造

２

階

建

て

６

棟

、

食

堂

、

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

室

、

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

室

な

ど

を

約

１

１

０

０

坪

の

土

地

に

建

て

る

と

し

て

い

ま

す

。

 

【

有

害

物

質

問

題

】

写

真

（

左

上

）

に

あ

る

よ

う

に

、

３

月

２

２

日

に

有

害

物

質

が

基

地

に

持

ち

込

ま

れ

ま

し

た

。

国

連

の

基

準

で

「

危

険

等

級

９

」

に

該

当

す

る

も

の

で

、

一

部

は

エ

チ

レ

ン

グ

リ

コ

ー

ル

と

確

認

さ

れ

て

い

ま

す

。

冷

却

材

と

し

て

使

用

す

る

も

の

と

見

ら

れ

ま

す

が

、

住

民

に

は

、

ま

だ

何

の

説

明

も

あ

り

ま

せ

ん

。

 

【

看

板

問

題

】

３

月

４

日

に

報

道

さ

れ

た

、

フ

ェ

ン

ス

に

設

置

さ

れ

た

看

板

が

「

米

国

の

国

内

治

安

維

持

法

に

基

づ

き

立

ち

入

り

を

禁

じ

る

」

と

記

し

て

あ

る

こ

と

か

ら

、

日

本

の

主

権

侵

害

に

当

た

る

と

外

務

省

が

撤

去

を

申

し

入

れ

ま

し

た

。

政

府

が

即

日

対

応

し

た

こ

と

か

ら

も

、

こ

の

問

題

の

重

大

性

は

明

ら

か

で

す

が

、

米

軍

は

修

正

の

黒

の

テ

ー

プ

を

は

っ

た

だ

け

で

、

撤

去

し

て

お

ら

ず

、

青

森

県

車

力

基

地

で

は

放

置

さ

れ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

こ

の

表

示

は

ア

メ

リ

カ

国

内

で

も

憲

法

違

反

で

人

権

侵

害

だ

と

問

題

と

な

り

、

貼

ら

れ

て

な

い

代

物

だ

と

言

う

こ

と

が

明

ら

か

に

な

っ

て

い

ま

す

。

そ

の

意

味

で

は

、

米

軍

の

対

応

は

何

重

に

も

問

題

が

あ

り

ま

す

。

 


